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第９章　  水資源に関する理解の促進

１　水資源に関する理解の促進　～「水の日」及び「水の週間」～
　政府は、水の貴重さや水資源開発の重要性に対する国民の関心を高め、理解を深めるために、
毎年８月１日を「水の日」とし、この日を初日とする一週間を「水の週間」として定め（昭和
52年５月 31 日閣議了解）、水に関する各種の活動を国、地方公共団体及び関係諸団体の緊密
な協力のもとに実施している。
　平成 21 年の「水の日」及び「水の週間」は第 33 回目を迎え、気候変動などによる渇水リ
スクの上昇に備え、国民に水の貴重さや大切さを知ってもらい、私たちの普段の水の使い方
を見直してもらう機会とするため、「将来を安全・安心に暮らすため、水を大切に使う社会へ」
をテ−マとして、以下の活動が実施された（表９− 1 − 1）。

（１）ウォ−タ−フェア’ 09 東京
　�　「水の週間」の中央行事として、東京都千代田区の科学技術館において、「将来を安全・
安心に暮らすため、水を大切に使う社会へ」をテ−マに水の週間水を考えるつどい及び水
の展示会を開催した。

（２）第 31回「全日本中学生水の作文コンク−ル」
　　「水について考える」をテ−マに、中学生による作文コンク−ルを実施した。
（３）平成 21年度水資源功績者表彰
　　水資源行政の推進に、特に顕著な功績のあった個人又は団体を表彰した。
（４）第 24回「水とのふれあいフォトコンテスト」
　�　「水辺の憩い・水のある風景」、「暮らしの中で毎日使う水」、「作物や草木を育て、エネ
ルギ−を生む水」などをテ−マにフォトコンテストを実施した。

（５）第 29回「ウォ−タ−フェア隅田川レガッタ」
　　一般、大学、中学生によるエイト、ナックルフォアを実施した。
（６）水の週間一斉打ち水大作戦
　�　雨水や下水再生水など水道水以外の水を有効利用し、その効果を実感してもらう取り組
みを水の週間期間中に体験してもらう試みとして、８月３日（月）の昼休み時間に全国各
地で一斉に打ち水をする、水の週間一斉打ち水大作戦を実施した（表９－１－２）。

（７�）全国各地で、水に関する展示会、講演会、シンポジウム、水資源開発施設見学会、水
源地域と水消費地域の人々の連帯意識醸成のための上下流交流会などが開催された（表
９－１－３）。

　平成 22年の「水の日」及び「水の週間」については、私たちが普段使っている水の由来を
確かめ、水の安全・安心確保の重要性とその対応、水を大切に使うことの必要性について考
えてもらう機会とするため、「水の安全・安心を考える　～知っているようで意外と知らない、
身近な水のことについて～」をテ−マとして、関連行事を機動的に実施する。
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（注）「ポスタ−」欄の○は、全国共通版（国土交通省作成）を配布したことを示す。
「パンフレット」欄の○は、「日本の水 2009」（作成 :（財）水資源協会）を配布したことを示す。
「作文コンク−ル」欄の◎は、都道府県レベルでの「地方表彰」を行っていることを示す。
それ以外の欄の◎は都道府県に加えて市町村等が独自に取り組んでいることを示し、☆は市町村等のみが独自に取り組んで
いることを示す。

表９−１−１ 第33回「水の週間」（2009年度）都道府県等行事一覧
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表９−１−２ 2009年　水の週間一斉打ち水大作戦実施状況一覧
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表９−１−３ 全国各地で行われた水に関する地域行事事例（2009年度）
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２　水資源に関する意識
　平成 20年に内閣府が実施した「水に関する世論調査」によると、使っている水道の水源に
ついて約７割の人が「知っている」（「知っている（具体的な河川や湖の名などまで知っている」
42.5% ＋「ある程度知っている（河川や湖などであることは知っている）25.2%」）と回答し
ている。年齢別にみると、50歳以上では 75%以上の人が「知っている」と回答しているのに
対し、20歳代では「知っている」と回答した人は約４割である（図９－２－１）。
　普段の生活での水の使い方について約７割の人が「節水している」（「ある程度節水しながら
使っている」58.3%＋「まめに節水して使っている」14.0%）と回答しており、約３割の人は「豊
富に使っている」（「節水のことは考えず、豊富に使っている」4.0%＋「節水は必要と思いな
がらも、豊富に使っている」21.8%）と回答している（図９－２－２）。
　普段の生活で水を「節水している」と回答した人のうち約７割は、節水を心がけている面に
「風呂」を挙げており、次いで、「洗濯」、「洗面」、「炊事」の順となっている（複数回答、上位
４項目）（図９－２－３）。
　普段の生活で水を「豊富に使っている」と回答した人は、その理由として「衛生的だから」、「た
だなんとなく」を挙げている人が多く、以下「水はいくらでもあるから」、「豊富な気分になる
から」、「使用量が少ないから」の順となっている（複数回答、上位５項目）（図９－２－３）。
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図9−2−１ 水道の水源の認知度

（出典）内閣府「水に関する世論調査」



162

第Ⅱ編　日本の水資源と水需給の現況

（該当者総数）
2009年6月調査 （1,839人）

2001年7月調査 （2,111人）

1999年8月調査 （2,157人）

1994年9月調査 （2,113人）

21.8 

1.8 

5.2

4.0 58.3 14.0 

24.5 5.1 54.2 10.7 

21.7 7.9 6.0 50.3 13.9

25.4 5.0 9.,5 50.8 9.1 

1986年8月調査 （2,405人） 27.3 

※0.3 

※0.1 

※0.4 

0.1・0.1 

12.3 8.9 41.5 9.7 

まめに節
水して使っ
ている

ある程度
節水しな
がら使って
いる（注） 

節水している（小計） 
72.4 

節水は必
要と思い
ながらも、
豊富に使
っている

節水のこ
とは考え
ず、豊富に
使っている

豊富に使っている（小計） 
25.8 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

特
に
気
に
し
て
い
な
い 

［性］［年齢］

0 10 20 30 40 50 60 70 80（%） 

風 呂 

洗 濯 

洗 面 

炊 事 

散 水 

水 洗 ト イ レ 

洗 車 

飲 料 

全ての面で水を使わ
ないよう心がけている

そ の 他 

わ か ら な い 

「ある程度節水をしながら使ってい
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■2009年6月調査（N=1,331人、M.T.=315.7%）
■2001年7月調査（N=1,371人、M.T.=260.4%）
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る」、「節水は必要と思いながらも、豊富
に使っている」と答えた者に、複数回答

■2009年6月調査（N=474人、M.T.=129.3%）
■2001年7月調査（N=625人、M.T.=129.9%）
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図9−2−２ 水の使い方

図9−2−３ 節水を心掛けている面

図9−2−4 水を豊富に使う理由

（注） 1999 年 8 月調査までは、「多少節水しながら使っている」となっている。
（出典）内閣府「水に関する世論調査」

（出典）内閣府「水に関する世論調査」

（出典）内閣府「水に関する世論調査」
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